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授業者：柿木 康児

授業の狙い・単元のゴールなど

授業のねらい

評価の方法・評価のポイントなど

重心位置が力のつりあいの成り立つ場所
であることを体験的に理解する。

型紙に描かれた重心位置

評価の方法

授業の流れ・ワークシートなど

①力の表し方と力のつり合いの復習（物基）

②正方形と直角三角形の各型紙の重心位置を

ペン先を用いて探し、その位置に印をつける。

③直角三角形の重心位置を数学的に説明し、

型紙を用いて確認する。

④正方形の型紙の４分の１を切り取り、残った

型紙の重心位置を探し、印をつける。

⑤④の重心位置を３つの方法を用いて求める。

授業の流れ

配付物

授業の様子を振り返って・生徒の変容・感想など

授業の様子

・最初は個人での活動が中心だが、授業の流れ⑤から、周囲との協働活動が見られるようになる。

数学で学習した重心の知識と結び付ける。

直前に学習した内容と結び付けて、重心
位置を求める。

ア）１辺10cmの型紙（工作用紙）
イ）隣辺と対辺が10cmの直角二等辺三角形の

型紙(アの型紙を対角線で二等分したもの)
ウ）ワークシート

ワークシートの記述内容

型紙に記入した重心位置の正しさ

評価のポイント

数学的な重心の知識が示されているか

既存の知識を活用して重心位置を求めて
ているか

探究活動 「重心位置を求めよう」 

２年   組   番 名前                  

１．力の表し方と力のつり合い（復習） 

（数研出版「物理基礎」P43、P46より抜粋） 

 

２．重心位置を探そう（探究） 

【実験で使用する道具】 

・正方形の型紙（一辺 10 cm） 

・直角三角形の型紙（隣辺・対辺 10 cm、斜辺10 2 cm） 

 

① 正方形の型紙の重心位置 

１）シャープペンシル（or 鉛筆）の先の尖っている側を上にし、その上に正方形の型紙を載せて、釣

り合う位置を探しましょう（ペン先等で刺してはいけません）。 

２）見つかったら、その位置に印をつけましょう。 

３）重心位置がどこにあるのか、言葉で説明しましょう。 

 

重心位置：                                

 

 

② 直角三角形の型紙の重心位置 

１）正方形の型紙のときと同様に、釣り合う位置を探しましょう（ペン先等で刺してはいけません）。 

２）見つかったら、その位置に印をつけましょう。 

３）重心位置がどこにあるのか、言葉で説明しましょう。 

 

 

 

重心位置：                                

４）三角形の重心位置は、数学的にどのような場所にあるのか図を描いて言葉で説明しましょう。 

 

  図： 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明：                                  

③ 正方形の型紙を下図のように４等分し、１つを取り除いた場合の残りの型紙の重心位置 

１）下図のように、はさみで正方形の型紙４等分のうち１つ（白い部分）を丁寧に切り取ります。 

２）正方形の型紙のときと同様に、（グレーの部分の）釣り合う位置を探しましょう（ペン先等で刺し

てはいけません）。 

３）見つかったら、その位置に印をつけましょう。 

 

（𝑙 = 10 𝑐𝑚） 

４）重心位置が見つかったら、どのような位置にあるか、特徴をまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴：                                  ４）実際にどのような位置にあるのか、以下、二つの方法で求めましょう。 

 

【方法１】「平行で同じ向きの２力の合力」の考え方を用いる。 

 ・４等分した１つの正方形の重心位置には、一辺 10 cmの正方形の型紙の

４分の１の重力がかかる。 

 ・残る型紙の重心位置には、４分の３の重力がかかる。 

 ・これら２力は、平行で同じ向きの２力になるので、その合力の位置は、

一辺 10 cmの正方形の型紙の重心位置になる。 

 ・下図の線分 BD 上でのそれぞれの重心位置に、平行で同じ向きの２力と

その合力があることを用いて、重心位置を求め、点 B からの距離で表し

ましょう。 

（𝑙 = 10 𝑐𝑚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重心位置：点Ｂから                            

【方法２】重心の座標を表す関係式を用いる。 

 ・一辺 10 cmの正方形の型紙の下図点 B を原点とする。 

 ・𝑥 軸を点 B から点 D 向けてとり、𝑥 軸正の向きを𝐵𝐷       の向きとする。 

 ・重心の式（教科書 P33）を用いて重心位置を求めましょう。 

 

 

 

 

重心位置：点Ｂから                            

 

（次のやり方でもやってみよう） 

 ・一辺 10 cmの正方形の型紙の下図点 B を原点とする。 

 ・𝑥 軸を点 B から点 C に向けてとり、𝑥 軸正の向きを𝐵𝐶      の向きとする。

同様に、𝑦を点 B から点 A 向けてとり、𝑦 軸正の向きを𝐵𝐴      の向きとす

る。 

 ・重心の式（教科書 P33）を用いて重心位置を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重心位置：点Ｂから                            

周囲との協働活動を通して、理解を深め
る。

・授業の流れ④で作成した型紙が１辺５cmの正方形３つで構成されることから、その３つの重心位置が直角
二等辺三角形で表されることに気づき、数学的に重心位置を求める生徒が出てくる。

生徒の変容

生徒の感想

・演習問題が実験と結びついていて、重心についての理解が深まった。問題の考え方が分かった。


